




１ 年間申請可能事業数  
事業数の申請制限は設けていませんが、予算の範囲内での採択となるため、前年

１０月に行った事前調査で申請のあった事業を優先的に採択します。 

 

２ 補助対象事業、補助対象外事業 

(１) 補助対象事業 

⇒ 商店街施設整備、販売促進等、商店街活性化を図るための事業 

具体例は、以下のとおりです。 

※１ 撤去は単独実施では補助対象外。他街路灯の整備・改修を含めて撤去を行う場合は、実施する

事業全体が商店街活性化を目的とする場合のみ、補助対象。 

※２ 保育施設 … 認可保育所、都認証保育所、子育て支援センター、一時保育サービス施設、 

親子交流施設等 

※３ 高齢者向け施設 … 高齢者交流施設、高齢者生活支援サービス施設等 

１ 施設を整備する事業 

①街路灯整備、改修、撤去※１ ②カラー舗装 ③アーケードの整備、改修  

④アーチ整備、改修 ⑤モニュメント設置 ⑥放送用スピーカー設置 

⑦商店街会館建設、改修 ⑧商店街事務所設置、改修 ⑨統一看板設置 

⑩ポケットパーク整備 ⑪ファサード整備・改修 ⑫来街者用トイレ設置 

⑬駐車場・駐輪場整備 ⑭消火栓スタンドパイプの整備 ⑮基本設計、実施設計 

⑯ＡＥＤの設置・更新  

２ ＩＴ機能の強化を図るための事業 

①ホームページ作成 ②ポイントカード導入 ③キャッシュレス導入 

④Ｅコマース導入 ⑤ＰＯＳシステム導入 ⑥スマートフォンアプリ導入  

⑦顧客情報システム導入 ⑧フリーWi-Fi整備  

３ 顧客利便機能の強化を図るための事業 

①お客様向け巡回バスの導入 ②タウンモビリティー導入 ③宅配事業 ④案内板設置  

⑤商店街マップ作成  

４ コミュニティ機能の強化を図るための事業  

①空き店舗等を活用した事業（交流施設、保育施設※２、高齢者向け施設等※３） 

②安全パトロール事業 ③エコマネーの導入、調査 

④エコ・リサイクル事業（ごみゼロ運動、リサイクル機器設置等） 

５ 組織力、経営力の強化を図るための事業 

①活性化計画策定 ②活性化委員会開催 ③来街者調査 ④購買動向調査  

⑤消費者懇談会 ⑥普及宣伝 ⑦専門家派遣 ⑧人材育成 ⑨法人化支援 

⑩テナントミックス ⑪地域ブランド・商品開発 

⑫空き店舗等を活用した事業（創業支援施設、チャレンジショップ等） 

⑬商店街担い手確保支援事業（商店街会員獲得パンフレットの作成等） 

６ 多言語対応事業 

①無線ＬＡＮ環境の整備 ②デジタルサイネージの設置 

③多言語対応ホームページの作成 ④免税一括手続ステーションの設置 

⑤英会話研修の実施   等 

７ 子ども応援事業 

① こども向け（ひらがな）マップ、こども食堂 等 

Ⅰ 事業概要（活性化） 
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別紙（活性化事業の場合） 都の補助メニュー

区市町村事業名 No.

１　事業名

２　商店街名

３　実施スケジュール

令和 年 月 日 から 令和 年 月 日 まで

 ４　事業の目的及び具体的な内容

　　①　目的及び具体的な内容

　　②　事業計画（継続性のある事業等の場合）　※補助期間終了後も含む、事業の全体計画

　　③　数量（施設を整備する事業、顧客利便機能の強化を図るための事業等の場合）

　　④　設置年度、前回改修・都補助金受給の有無（既存施設の改修事業等の場合）

年度 事業の内容 都の補助

（設置）

　　⑤　政策課題対応型商店街事業及び地域連携型商店街事業（活性化事業）の申請状況

（有の場合）事業名 事業金額

５　期待される効果

６　経費（単位：円）

経費区分  総事業費（ａ）

対象経費（ｂ） 対象外経費

計

＊交付申請時は、総事業費から収益を差し引く必要はありません。

＊区分の項目が足りない場合は、別途内訳か見積書で確認できれば問題ありません

（商店街負担額の内訳）

区分 金額（ｅ）

積立金

負担金

借入金 総事業費 補助対象 都補助額 区市町村 商店街負担

その他 （a） 経費（b） （c） 補助額（d） (e=ａ－ｃ－ｄ)

計

↑セルが赤い場合は独自補助あり

＊補助事業毎に、本表複写の上記載すること。

＊上乗せ補助等がある場合は以下に記載してください。

中野区商店街チャレンジ戦略支援事業

街路灯改修事業

８基

平成４年 無

□△商店街

本商店街の街路灯は設置後、●●年が経過し、ポールの塗膜剥離が目立つため、改修を行う。

腐食や老朽化が進んだ街路灯のポールに、再塗装を行う。

改修実績

全ての街路灯に再塗装を行う事で、街区内の雰囲気が明るくなり、商店街の活性化に繋がる。

街路灯改修事業 829,500 829,500 0

振込手数料 880 880 0

0

0

0

0

277,380

830,380 830,380 0

277,380 830,380 830,380 276,000 277,000 277,380

【記入例】１－② 別紙

（都、区合計）の負担割合で計

算した補助額から、都補助額を

引いた額。

数値を具体的に記入して下さい。

正式名称を記載すること

空欄のままご提出ください。。
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別紙2（活性化事業の場合） 都の補助メニュー

区市町村事業名 No.

１　事業名

２　商店街名

３　実施期間

令和 年 月 日 から 令和 年 月 日 まで

 ４　事業の目的及び具体的な内容

　　①　実施内容

　　②　今後の事業計画（継続性のある事業の場合）　※補助期間終了後も含む、事業の全体計画

　　③　数量（施設整備事業、案内板設置事業等の場合）

※収益事業の有無 有 （有の場合、具体的な内容を記入）

５　事業実施後の効果

７　経費（単位：円）

経費区分 総事業費 総事業費(a)

（交付申請時） （実績報告時）
対象経費(b) 対象外経費 増減の主な理由

計

＊増減の主な理由欄は、総事業費が２割以上増減した場合に記載

収益事業の内容 収入金額

（商店街負担額の内訳）

区分 金額（ｅ） 合計収入(f)

積立金

負担金
※５項目以上の場合は内訳収益報告書で内訳がわかるように記載してください。

借入金 総事業費 対象経費 都補助額 区市町村 商店街負担

その他 （a） -収入(b-f) （c） 補助額（d） (e=ａ－ｃ－ｄ)

計

↑セルが赤い場合は独自補助あり

＊補助事業毎に、本表複写の上記載すること。

＊上乗せ補助等がある場合は記載してください。

0

133,800 400,880 400,880 133,000 134,000 133,880

133,800

400,880 400,880 400,880 0

0 0

0 0

0 0

0 0

美観向上及び顧客・商店街店舗への情報周知等のため、掲示板を設置した。

400,000 400,000

振込手数料 880 880 880

中野区商店街チャレンジ戦略支援事業

掲示板設置

情報伝達の利便性が向上し、商店会の美観の向上が図られ、安全・安心な街作りができ、集客・売上増につながった。

アルミ製掲示板 400,000

１台

○○○商店会

【記入例】２－② 別紙２

契約日～支払完了日を記載

商店街マップや街路灯、アーチ、案内板の設置等、数量があるものについては、

必ず記載すること。

※具体的な数量を記載すること。（「一式」等は不可）

（都、区合計）の負担割合で計算し

た補助額から、都補助額を引いた額。

空欄のままご提出ください。
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